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本図は、絶滅のおそれのある野生動物を保護する観点から非公開としています。

16令和６年工事箇所位置図

◆令和６年モニタリング調査計画：動物（希少猛禽類の保全）





































項目 モニタリング実施方針

前提条件（工事
計画等）

・ダム堤体掘削・本体打設から試験湛水前の期間に、各調査項目の2巡目を実施。
→令和2年～令和9年の8年間で改変直後の生態系を把握する必要あり。
・ダム堤体掘削は令和2年秋に着手。
→工事実施箇所に応じた地点設置が必要である。
・モニタリング調査は、調査地点の設定根拠や評価手法等を整理して実施する。
→大規模改変前調査の地点・手法を踏襲。
・今後の工事進捗に伴う「地域を特徴づける生態系の保全」のために、継続的な調査計画を策定。

調査する情報（地
域を特徴づける
生態系）

地域を特徴づける生態系の保全に関するモニタリング項目は、下記の中から適切な項目を選定する。

全域 ・生息生育環境の状況（植生分布状況）
・生息生育環境の状況（河川形状）

・河川環境基図作成

陸域 ・生息生育環境の状況（植物群落構造）
・生息生育する生物群集（植物(種子シダ植物)、鳥類、両生類、爬虫類、哺乳類、昆虫類、クモ類、陸産貝
類※1、蘚苔類※1､大型菌類※1等）

河川域 ・生息生育環境の状況（河川横断植生、河床横断、河床材料）
・生息生育する生物群集（鳥類、魚類、底生動物、付着藻類、種子シダ植物、蘚苔類等）

調査スケジュー
ル

令和2年～令和9年の8年間ですべての調査項目を実施するため、以下のスケジュールとする。
令和2年～令和5年 地域を特徴づける生態系の保全に関するモニタリング調査（陸域調査）
令和4年～令和8年 地域を特徴づける生態系の保全に関するモニタリング調査（河川域調査）

地域を特徴づける生態系の保全に関するモニタリング実施方針

◆地域を特徴づける生態系の保全に関するモニタリング調査計画

※1モニタリングは、河川水辺の国勢調査項目を標準とする。ただし、該当しない「付着藻類」についても底生動物と併せて実施
 するが、「 」、「  」、「大型菌類」はモニタリング調査の対象としない。陸産

り く さ ん
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